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講義概要（開講意図・ 

到達目標を含む） 

 

 

現代における「いのち」に関する様々な問題を考えます。生と死、これは一つのことであり、生を離れた 

死はないし、死を離れた生もありません。しかし、現代の私たちは、生のみの充実を求め、死は最大の負な 

るものとして遠ざけ認めようとしません。その中で、「いのち」そのものを見失っているのではないでしょ 

うか。この生命論では、人が(自分が)死ぬこと、生きることを考えます。 

聴講指定 九州龍谷短期大学生の場合：人間コミュニティ学科 2年が対象 

履修上の注意  

授業計画 

 

 

 

 

 

 

 

・毎回資料を準備する。 

１週：はじめに 

２週：仏教からみた「いのち」-現代のいのちを取り巻く状況を考える。 

３週：「生」にまつわるさまざまな問題(1)－いのちの事実としての生老病死。 

４週：「生」にまつわるさまざまな問題(2)－子どもを産むこと、子どもを選ぶこと。 

５週：「生」にまつわるさまざまな問題(3)－人工妊娠中絶をどう考えるか。 

６週：「老」にまつわるさまざまな問題(1)－高齢化の状況を考える。 

７週：「老」にまつわるさまざまな問題(2)－老とは何か。老の現実。 

８週：「老」にまつわるさまざまな問題(3)－どのように老を受け止めるか。 

９週：「病」にまつわるさまざまな問題(1)－健康とは何か。 

１０週：「病」にまつわるさまざまな問題(2)－病に対するさまざまな態度。 

１１週：「病」にまつわるさまざまな問題(3)－生命倫理を考える。 

１２週：「死」にまつわるさまざまな問題(1)－死に直面したとき。脳死と臓器移植。 

１３週：「死」にまつわるさまざまな問題(2)－死に直面したとき。 

１４週：「死」にまつわるさまざまな問題(3)－終末期医療(ターミナルケア)・ホスピス(ビハーラ)・尊厳死。

１５週：まとめ 

成績評価の方法と基準 平常点 30％ ／ レポート 20％ ／ 定期試験 50％  
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